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令 和 ６ 年 度 事 業 計 画 

 

 

少子高齢化が進む中，医療・福祉サービスに対する需要は増大し，サービス提

供内容は多様化してきている。しかし，サービス提供の根幹である医療・福祉人

材の確保は非常に厳しい状況であり，当法人においても医療・福祉サービスを継

続的に提供するための最重要課題である。 

昨年度は新型コロナウイルス感染症が第５類に移行したことを受け，コロナ禍

前の利用実績に回復するよう努めたが，一部の事業においては更に悪化したこと

に加え，光熱費等を含む物価高騰もあり，経営面では前年度以上に大きな影響を

受けた。県立医療型障害児入所施設整備事業に係る工事は約４年に渡る全工程が

完了し，令和６年２月にわかば療育園がリハビリテーションセンターへ移転した

ことで，病床数は３４０床となり，全国的にも最大規模の医療・福祉型施設とな

った。若草園，若草療育園，わかば療育園による３つの療育施設が近接すること

でより充実した医療・療育が実施できる環境が整った。また，わかば療育園の移

転に併せて令和６年２月８日に障害者リハビリテーションセンターは総合リハビ

リテーションセンターに名称変更した。 

今年度は，県立医療型障害児入所施設整備事業の３本柱でもある①療養環境の

改善，②在宅重症心身障害児（者）への支援機能の強化，③医療体制の充実・強

化を実現していくため，各事業を積極的に展開していく。また，経営課題を解決

するため，第３者による経営分析等を広島県と共に行い，更に令和８年度からの

次期指定管理を受託できるよう取組を進めていく。 

また，地域貢献の観点から災害・感染時に医療・福祉の提供機能が維持できる

体制を整備するため，ＢＣＰに基づく訓練を実施し，計画内容については災害・

感染時に速やかに事業継続できるよう見直しを行う。 

人材育成の一環として，若手・中堅職員のフォローアップ，管理職員のマネジ

メント力強化を推進するなど職員研修の充実を図り，若手職員の離職防止や魅力

ある職場環境づくりに繋げていく。 また，令和６年４月１日から施行される改正

医療法で医師に対する時間外労働の上限規制が適用されること等を受け，医師の

働き方改革を促進していく。 

今後も利用者から選ばれる医療・福祉サービスの提供主体であるためには，利

用者のニーズに対応したサービス提供体制の整備・充実を行い，専門性の向上を

図っていく必要がある。そのためには，各施設で提供しているサービスの内容や

提供体制の定期的かつ客観的な評価，見直し及び再構築を行い，優秀な職員の確

保，人材育成策の充実等，職員の能力を十分に発揮できる職場環境づくりに取り

組む。また，昨今の情勢による職員の給与水準については，医療・福祉の報酬改

定においても給与水準の改善が織り込まれており，法人としてより優秀な人材を

確保していくため，給与体制の見直しを検討する。 

これらのことを踏まえ，指定管理９施設の管理経営並びに受託事業及び自主事

業の実施に当たっては，次の基本方針を基に，以下の事項を重点的に実施する。 
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〈基本方針〉 

 

１ 利用者本位の福祉サービスの提供を基本とする。 

２ 経営基盤の強化や安定的な経営ができる体制づくりに取り組む。 

３ ニーズに対応した質の高いサービスを提供する体制の強化を図る。 

４ 各施設の専門的機能を活用し，地域福祉の向上に貢献する。 

 

〈重点事項〉 

 

１ 利用者から選択される福祉サービスの提供 

  利用者等のニーズを的確に把握し，利用者等から信頼され，選ばれる福祉サ

ービスの提供に努める。 

（１）個々のニーズに応じた個別支援の実施 

（２）在宅障害児（者）のニーズの掘り起こしと，短期入所利用の拡大に向けた

取組の実施及び在宅支援機能の強化 

（３）医療体制の充実・強化を図り，地域から選ばれる医療・障害福祉サービス

の提供 

（４）医療スタッフを始めとした専門スタッフの施設間連携による事業団全体で

のサービスの提供 

 

２ 経営体制の強化 

  社会福祉法人としての財務管理を適正かつ効率的に進めるとともに，常に的

確・健全な経営に努める。 

（１）広島県と協力し，障害者支援施設あけぼのの今後の在り方と方向性の検討 

（２）サービスの提供の維持向上に向けた人員確保 

（３）広島県と協力し，収入増に繋げる第３者による経営分析の検討と実施に向

けた取組 

（４）人的，物的資源の横断的運用及び有効活用の促進 

（５）リスクマネジメント体制の充実 

（６）業務の効率化等によるワーク・ライフ・バランスの改善 

（７）職場環境・体質改善に向けた職員アンケートの実施と抽出された課題を解

決するための取組 

 

３ 質の高いサービス体制の強化 

  障害者福祉制度の変革の中で，利用者から選ばれる福祉サービス提供主体と

なるため，より一層の専門性の向上を図る。 

（１）コンプライアンスの徹底 

（２）虐待防止対策の強化，利用者の権利擁護に対する取組 

（３）個人情報保護対策及び職員の意識向上 

（４）研修・教育体制の充実及び研究活動等に対する支援策の実施 

（５）職員及び利用者の確保対策として広報活動等の充実 

（６）利用者の預り金管理体制の強化 
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４ 専門的機能の活用による公益的な取組等の推進 

  各施設が有する専門的機能を活用して，地域における公益的な取組を実施す

るとともに，法人の専門的機能の充実を図る。 

（１）地域に必要なサービスを提供し，地域医療・福祉に貢献するための取組の

実施 

（２）各種専門職養成校の実習・見学の受け入れによる医療・福祉分野の人材育

成 

（３）障害者福祉や障害者スポーツの理解と普及・社会参加の促進等を目的とし

た職員の地域派遣 

（４）特別支援学級に在籍する中学生への放課後活動支援の実施 

（５）障害児の地域生活支援を目的とした巡回療育相談会への理学療法士の派遣 

（６）障害特性や関わり方を学び，保護者同士のつながりや共感性を高める講演

会等の実施 


